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●居宅介護支援事業所：
アイスタッフケアステーション大師

●訪問介護事業所：
アイスタッフ大師

●通所介護事業所（デイサービス）：
アイスタッフガーデン十番地

もも忍者作品
ギャラリー

居宅介護支援部門より

（記：アイスタッフケアステーション大師 ケアマネジャー 田中 ）

いよいよ梅雨明けも近づき夏本番も迫っていますが、皆さ
まお身体の調子はいかがでしょうか。

この時期は気温、湿度ともに上がり、熱中症対策などに十分
な注意が必要な時期です。水分補給はこまめに行いましょう。
天候不順のおり、ご自愛専一にてお過ごしください。

アイスタッフ掲示板では、６月中

もも忍者の切り絵作品２点を展示し
ておりました。
左側：招き猫
右側：赤い傘と紫陽花
７月も新作を展示する予定です。

また、デイサービスの窓には過去の
作品を展示しております。
皆さまにご覧いただけましたら幸い
です😊

もも忍者だよりでは今後も作品を
ご紹介してまいります。

アイスタッフケアステーション大師でケアマネジャーをしています田中忠信です。「ケアマネさんっ
て大変なお仕事ですね?」と言われることが少なからずあります。ご本人から言われたりご家族か
ら言われたり。一方に強く言われて行き詰まったり、板挟みになることもあります。でも期限が切ら
れていたり締め切りがあったりするので何らかの形で落し所を見つけることが必要です。では何
処を落し所にするか?ご家族のお気持ちは尊重しつつも、ご本人の意向=気持ちがやはり最優先
です。ご本人にこうしてほしいと言われたらそれを最大限に尊重した落し所を心がけています。実
際できてるか?は別として。でも仕事に大変じゃない仕事はありませんから、これからもご利用者
本位を心がけて、何処にいてもどんな時でも、裏表のない仕事をと自分に言い聞かせて精進して
まいります。

http://www.athlete-all.co.jp/


愛らしいてるてる坊主とさわやかなアジサイの花が
皆さまをお迎えしています

ミニチュアハウスでは小径では

介護にまつわる用語について分かりやすく説明します

（記：株式会社アスリート 副社長 清水（須山）成美）

もも忍者

短冊に託された
皆様の願いが叶
いますように✨

雨上がりの庭に傘の花が咲いています☂

最近、噛む力が弱くなった、むせやすくなった、口が渇きやすくなったなど、お口で気になるこ
とはありませんか？お口の衰えを放っておくと、噛んで食べることが難しくなり、栄養バランス
の偏りなどによって介護が必要になるリスクが高まります。
先月号に続いて『お口の機能を高める体操について その５』をご紹介いたします。

噛むパワー（咀嚼機能）をつける体操

【効果】食べこぼしや食べ物が鼻に流れ込むのを防ぎます。また唾液がよく出るようになると、
美味しく安全に食べられます。

咀嚼訓練：
ガムを噛むことにより噛むために必要な筋肉を鍛えることができます。
 1 日 2 回（朝と夜）、2 分間はリズムを決めて、 3 分間は自由に、計 5 分間ガムを
噛む。
 ①唇を閉じて、しっかりと噛む。 
②ガムは一か所で噛まず、左右両側で均等に噛む。 
③姿勢を正して噛む。

【参考：厚労省HPより（日本歯科医師会リーフレット）】

お口の機能を高める体操について その5

７月は「花風鈴と朝顔の小径」になります。
切り絵も夏らしい題材の作品を展示します。
どうぞご覧ください！

【誤嚥（ごえん）とは】

食べ物や飲み物、唾液などが食道ではなく
気管に入ってしまう現象です。

嚥下障害により高齢者には以下の危険が
考えられます。
①食事中にむせる
②あまり食べられず低栄養になる
③飲料を控えるため脱水症状に陥りやすい
④窒息の危険がある
⑤誤嚥性肺炎を発症する

誤嚥性肺炎を防止するには
そもそも誤嚥させない➡食事の工夫
気道を閉じて異物を混入させない➡筋力アップ
肺で細菌を繁殖させない➡口腔ケア

姿勢を前かがみにする事や、嚥下体操、トロミ
食等、様々な方法があります。

誤嚥を恐れるだけでは、楽しい筈の食事が単
なる栄養補給になってしまい、高齢者の生きる
喜びをも奪ってしまう可能性があります。

適切な誤嚥防止策を取りながら、安全な食事を
楽しめるような工夫をこらしましょう。
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